
374 INTERNET magazine 1996/12

第11回●管理者の定番ツール・tracerouteを使いこなせ！
なにやってんだよ

！
池田健二（インプレスグループ・ラボ）

気分は海外旅行
それではインターネットのトップレベルドメインを管理しているInter-

NICのサーバーまでちょっとでかけてみよう（図を参照）。普段は縁の

下のチカラ持ちとして隠れた存在のルーターだが、こうして表示され

ると、実際にルーターの設置場所が分かったりして、さながら世界旅行

をしているようだ。これはUNIXの画面だが、同じ機能としてウィンド

ウズ95には「TRACERT.EXE」が標準で付いている。たとえばInter

NICだったら「コマンドプロンプト」を開いてから

tracert www.internic.net

と入力しよう。マッキントッシュには「WhatRoute」というソフトウェア

（http://www. macintosh.net/whatroute/）がある。ただし、Open-

Transport（TCP/IP）用でMacTCPでは動作しない。

ふつうのユーザーにも役に立つ
このように十分おもしろいtracerouteだが、管理者にとってこの情

報はたいへん役にたつ。では、どのようにしてこの結果を読み取って

活用するのかというと、1つめは中継ルーターの「個数」（ホップと呼

ばれる）で、これがネットワーク的な近さを表す。もちろん個数が少

ないほど近い。2つめは、自分のマシンから各ルーターや目的とする

サーバーまでの往復時間で、この値によってどこの回線がボトルネッ

クとなっているのかが分かる。表示されている「ms」というのは、「ミ

リセカンド」のことで、数字が少ないほどパフォーマンスが良いわけ

だ。こうした情報をもとに、どこのルーターがおかしくなっているかを

探し出してそのトラブルシュートを行い、また、ボトルネック解消の

ためのトポロジー変更や（お金が必要な）増速を行うかどうかの判断

材料にもしている。

では、ユーザとしてはこのtracerouteの使い道がないのかというと

そんなことはない。読み方さえ理解すれば、管理者のようにボトルネ

ックが分かるのだから、自分にとってより快適なサーバー、もしくは

ミラーサーバーを選択するのに使える数少ないツールといえよう。

基本的な選択基準として「一番近くが最も快適」、つまり中継ル

ーターの数が最も少ないサイトを選択すればよい。ごくマレには、近

いにも関わらず途中に細い回線があり、そこがボトルネックとなって

いる場合もあるが、遠くに行けば行くほど中継してくれるルーターの

数は増え、こうした細い回線のボトルネックによって渋滞となる確率

はさらに高くなる。また、サーバーの負荷が高くなっていて速くない

場合もないとはいえない。しかし、ハードウェアが安くなった現在で

は、回線の経費と比較してサーバー機材の比率は低い。つまり、「サ

ーバーが遅いのでは？」と考えるのは、回線的な問題をすべて考慮し

たあとの、最後の最後だ。

時間帯によって状況は大きく変化する
tracerouteのおもしろい使い方としては、遅いサーバーに遭遇した

場合にこのtracerouteを持ち出し、コーヒーでも飲みながら、その渋

滞状況を見物し、「う～ん、なるほど。いまの時間はあそこが渋滞し

ているのか」と、インターネット上の「時間帯別渋滞マップ」を作成す

るのもまた一興だ。ここで「時間帯別」という言葉を使ったのは、回

線的なボトルネックを生じさせているのはアクセスが集中しているか

らだ。つまり、寝ている人間はまったく無関係だ。深夜族が多いとは

いえ、早朝までがんばってアクセスできるほどの元気なユーザはそれ

ほどいない。これは、www.impress.co.jpのアクセス状況などからも

いえる。一度でいいから5時起きして、アクセスしてみるといいだろう。

夏場のスキー場がすいているのとはレベルが違うほ

どガラ空きだ。

管理者用のコマンド、tracerouteをご存じだろうか？
以前に1996年8月号でちょっとだけ紹介した管理者用コマンドの「ping」は、自分の
マシンとサーバー間の往復時間を測るツールだったが、この「traceroute」は、つね日
頃パケットを中継してくれている、途中のルーターがすべて分かるおもしろいツールだ。

管理者にとってもこれ以外のツールはない
（画面はUNIXでの場合）
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